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　　Several　 stra 量ns 　 of 　Streptonりces　 spec 孟es　 w ¢ re 　iSolated　from 　domestic　 anima1 疣ccs　 and

sdocted 　fbr　Inicrobioiogicai 　tr¢ atments 　of 　domestic　animal 　feces．　 These　stra 五ns 　grew 　pre −

dom 三nandy 　in　fresh　he員 a 皿d　pig　feces，　formed　spores 　within 　30　hr
，
　and 　assim 三1ated　volatile

fatty　aCldS ．　 Hen　and 　pig　feces　were 　mixed 　with 　30％ bentonite　or 　10％ saw −dust 觚 d　10％
bentonite，　The 皿 b【tures　were 　inocula舵 d　with 　a 　se 】ected 　strain 　ofStreptemp ‘es　sp ．　and 　cultured

at 　30°G 　fbr　14　days．　 The 　fヒ鰡 tumed 　white ，　deodorized　within 　4　da押 ，　and 　vo 匪atile 　fatty

aci 軸 y血 ogen 　sul 丘de　and 　gaseous　ammonia 　almost 　diSappeared．　 Some　of 岫 olat 飆

strains 　 of ∫  ψ加〃屮 85　spp ．　 showed 　antibiotic 　 activity 　toward 　Xanthotnottas　oワzae 　in　 manure

made 　of 　hen 　feces．

　今日，産業廃棄物の 処理 は環境汚染の 防止 に加 え て，

廃棄物 の 再資源化 を も 目標 と して い る，畜産排 出物

（畜ふ ん ）の 処理 に おい て は，小規模 の 場合に は，肥料

化を目的と した 乾燥法
1 〕や堆積法

2 ）が実施され て い る

が ，畜舎や 畜 ふ ん 処理 場 に お け る ア ン モ ニ ア，硫化 水

素 ， 低級脂肪酸 な どの 悪臭物質 の 発生 S｝や，処理 ふ ん

の 土壙還元 に伴う二 次的環境汚染
4）が新た な問題を提

起 して おり大量 の 畜ふ ん は 投棄 や焼 却に よ っ て 処理 さ

れて い る の が 現 状 で ある t

　さきに，α 獅 鯲 属などの 糸状菌，並び に Candida

属，TrichesPeron属 などの酵母 の 使用 に よ る畜ふ ん の

脱 臭処理を試 み，畜ふ ん の 窒 素成分を揮散 させ る こ と

な く， こ れを菌体たんぱ く質 に変化 させ て ，有機質に 富

む肥料 を効率的 に 製造 で きる こ とを 報告した ．fi・e｝本

報で は放線菌に よ る畜ふ ん の 脱臭処理 を考察実施 した．

ま ず，新鮮畜ふ ん中で 旺 盛な増殖能と胞子形成能を示

し，悪臭物質の 1つ で ある揮発性脂肪酸の資化能を併

せ もつ 放線菌を分離選 出 し，こ れを畜ふ ん と ベ ン トナ

イ トな どの 混合物 に 接種，培養 した 結果 ， 揮発性脂肪

酸 の 急 速 な 減少 と，硫 化 水素 お よ び ア ン モ ニ ア の 揮散

抑制を認 め，放線菌 が 畜ふ ん の 脱臭処理 に有用 で あ る

こ と を 明 らか に した．さ らに ，若干の 菌株 は 畜ふ ん 中

＊
廃棄物 の 微生物処理 に 関 す る研究 （第 6 報）

で 旺 盛 に 増殖 して t 処理ふ ん 中に ，い ね白葉枯病 に対

す る抗菌性物質を 生産 した．

実　験　方　法

　 試 料　　市販配合飼料 で 飼育 され た 肉用豚お よ び 産

卵鶏 の ふ ん を ， 排出後12時間以内に 採取 して 直 ちに 実

験 に 供 した．

　放 線菌の 分 離　　分離培地 は，新鮮豚ふ ん 2009 に

800ml の 水を加え て 10分間緩 や か に か くはん した 後，

ガ ーゼ で 強 く搾 り，この 搾汁 に 硫安 e．2％と硝酸 ナ ト

リウ ム O．　2％ を 添加 し ， 水酸化 ナ ト リゥ ム で pH 　7．6 に

調製し， 寒天 15g を溶解 し ，
120°C

，
　30分間殺菌 して

調製 した．こ の 豚ふ ん寒天培地 は放線菌 の 分離 に 特 に

有用 で あ っ た．畜 ふ ん や堆驪 肥 を 主 要分離源 と して ，

30°C また は 50°C で 培養を 行 うこ と に よ り， 放線菌

株を多数分離 した，

　菌株 の 選出　　上 記の 分離培地 か ら固形物 と寒天を

除 き ， グル コ
ー

ス 1％ を 添加 して 選出培地とした．分

離菌株 に つ い て 30°C また は 50℃ で 回転 振 と う培養

を 行 い ，そ の 遠 沈部 を 105
°
C で 乾燥後，無接種 の 培

地 を対象 と して 菌体重量を 算出 して 選 出 した．

　培養および菌数　　ベ ン トナ イ ト， おがくず，酢酸

などの 添加物を記 載量宛加え た畜ふ ん （水分60％）約

500g を，　 ll容 三 角フ ラ ス コ へ 入れ，無殺菌の ま ま直
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ちに 接種 した．種菌に は殺菌ずみの 畜ふ ん培地に よ る

7 日 間培養物を使用 し，こ れを10％ w ！w 接種 した．放

線菌の 生菌数は 常ttfi・6） に 従い ，処 理 物の 希釈懸濁液

を適宜作成 し，平板法 に よ り測定 した．培地に は放線

菌 の 分離 に 特に 有 用 と認 め た 畜ふ ん 寒天培地 を 使用 し，

28°C ，7 日間，平板培養後 ， 放線菌 の コ ロ ニ ー
か ら放

線菌数 （胞子を 含む）を 計数 した．

　胞子 形 成能　　豚ふ ん 寒天培地 を 使用 して ， 接種時

か ら胞子形成時まで の 所要時間を比較 した．

　揮発性脂肪酸資化能　　ワ ッ ク ス マ ン 培地 （グル コ

ー
ス L　O％，ペ プ トンO．　5％，肉エ キ ス 0．5％，食 塩0．5

％，pH 　7・0）の 炭素源を 各種脂肪酸 1％ で 代替 し，　 pH
7・6 に 調 製 した培地 50ml を 500　ml 容肩付き フ ラ ス コ

へ 分注，殺菌した．こ れ に各菌株 の
一

白金 耳を 接種 し

て 5 日間回転振 と う培養の 後 ， 遠沈乾燥菌体 の重 量を

比較 した．

　化学分析 　　前報 同様，7・S ＞各試料 を 調 製，分析 した．

揮発性脂肪酸 は衛生試験法
9， に従 っ た．硫化水素は北

川 式真空法
工 ゜， （N 。 ・12eB型硫化水素検知管使用）に準

拠 し，lt容三 角 フ ラ ス コ の 試料中へ 検知管 の 先端 を

挿入 し，か くはん後，硫化水素を直接測定 した．

　抗菌力　　鶏ふ ん 400g におが くず （また は粉砕 い

な わ ら）100g，ベ ン トナ イ ト 50g を 添 加 して 水 分 を60

％と し，酢酸 で pH 　7，0 に 調製後，1t容三 角 フ ラス コ

に 入れて 1kglcm2
， 30分間殺菌 した．各菌株を接種 し，

30℃ ，湿度80％ の 室 で 6 日 間培養後，培地 に 2 倍 量 の

水を添加 し ，
4℃ で 約 5 時間抽 出 後，遠心 上 澄液に つ

い て ，い ね白葉枯病菌 Xanth・m ・ims ・rコzae　H −5809 （九

大植物病理 学教室保存株）を試験菌と して ，カ ッ プ 法

に よ り抗菌力を測定 した・下層培地 に は PSA 培地
11｝

を使用 し， 試験菌 は PSA 培地か ら寒天 を 除 い た 培地

で 往復振 と う培養を 行 っ た後，こ れを あ らか じめ溶解

して 47 ℃ に 保持 した PSA 培地 に 接種し，下層培地

上 に 流加 して 固化 した ，ス テ ン レ ス 製 カ ッ プ （外径 8

mm
， 内径 6rnm ，高 さ 10   ）を静か ｝こ載せ ，培麹

出液 0．1ml をそ れぞ れ 注入 し，4°G ， 6時間拡散 さ せ

た後，30℃ で 培養 し，阻 止帯の 直径 （mm ）を抗菌力

とした．

実　験　結　果

　有用放線菌の 選出　　放線菌を 30°C で 105株，50
°C

で 11株分離 し，次の 3 点を検討 して 選 出した．

　1） 増殖能　　選 出培地 で 5 日間 培養後，菌体 重 量

を 測定 して得られ た 畜ふ ん で の 増殖 能優良株を Table

1 に示す．

　2） 胞子形 成能　　分離 菌株の 大半 は豚 ふ ん 寒天培

地上 で 72時間以内 に 胞子 を 形成 した．と くに 菌株 No ，

4， No．13 および No ，33 は30時間 で 顕著 な形成能を示

し，処理物 の
一

部返送 に よ る 半連続処理 の 場合の 種菌

と して の 優秀性を示唆した・

　3） 低級脂肪酸資化能　　新鮮ふ ん の揮発性脂肪酸

を 定 量 した 結果，鶏 ふ ん で は 1，
300mg ／kg ， 豚 ふ ん で は

2200   ノkg で あ っ た．　 Table 　2 に 示す よ うに ，菌株

No ．4 および No ・33 は酢酸 ， プ ロ ピオ ン 酸お よび 酪

酸を単
一

炭素 源 と して 速 や か に 増殖 し，脱臭処理 へ の

有効姓 を示唆 した．

　 ベ ン トナ イ ト添加の 効果　　糸状菌処理 に準じて 鶏

ふ ん に お が くずを添加して水分を 60％前後に 調製後，

pH 無 調整 の まま菌株 No ・33 を 培養す る と，相当量

の ア ン モ ニ ア 態窒素が揮散 し，従 っ て 全窒素は減少 し

た．お が くずの
一

部 ま た は全部を ベ ン トナ イ ト （笠 岡

粘土 工 業製）で 代替して 処理を試 み た結果，窒素成分

の 経時変化は，Fig・1 お よ び Fig．2 の 通 り， 鶏ふ ん に

ベ ン トナ イ ト30％添加，ま た は酢酸 L 　O％ と ベ ン トナ

Table　1．　 Act血 omycetes 　sdected 最）r 　feces　treaむmcnts ．

Microbe　 Strain　 SourceCUItivationtemperature

　 （℃ ）

　 　 　 　 　 　 　 row 　　m 　　　　pore

Sp ・・ec ・1・ ・ 獵 盤
f°「

韶
゜ n

　　　　　　　（皿 9）＊　　　 （hr）

StreP‘o尠 68∫　 No ．4　 Pig　feces

StrePtOmLyces　No ．12　Hen 　fヒces

StrePt・rり ‘8∫ N 。 ・13　 C ・ w   爲

StrePten…ア08∫　　No ．33　　Pig　fヒces

00005n

δ

qり

3

Light　yell。 w

WhiteLight
　grey

Light　yellow

84
凸

28

ー

ワ削

22

022034qunj

＊ Growth 　iS　indicated　as 　the 　dry　wcight 　of 　mycelia （  ），　after 　120　hr　shaking
in　thc　screening 　rnedium （100ml）containing 　hen　feces　ca ．20％，（NH4 ）sSO40 ，2
％，NaNO80 ．2％，　a（ljusted　to　pH 　7．6．
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Table 　2．　Assimilations　of 　fatty　acidS 　by　se！ected 　StreptomJces．

Aso 産e 　carbon 　 source 　in皿 edium ＊

Microbe
　 　 　 　 　 Acetic
Glucose
　 　 　 　 　 acidPropionic

　　Butyric
　 acid 　　　　　 acid

StrePtemアces　No ．4

3彡7 ψ伽 り‘es 　No ，12

5翻ψ伽 桝 郎 No．13

S’「 ePt °mpces　N ° ・33
　Gr。 wth （m 、）

pH ＊＊

Growth （mg ）
＊＊

pHGrowth

（mg ）

pHGrowth

（mg ）

pH

5．816

，05
．815

．G7
．611

．06

．016

．0

8．48

．58
，06

．68
．210

．07
．819

。0

8．510

，28
，210

，58
．06

．08
．016
．8

8．2

ユO．48

．16

．58

．2

ユ0．28
．212

．4

＊ Amodi 囲 Waksman ，

s　 medium 　 con 捻 lning　glucose 　o 漁 tty　acid 　as 　a 　sole

　 carbon 　source ．
串＊

濫i饂躍
e

撃装溜 轟蓋
血 … lt購 aftc 「 5da 脚 n

　
apP 「°P 「’a 爬

宕
冨

量12

蓴

茎
1°

喜
8

　　　

菫・

il
1

　　　 02468101214

　　　　　　　　　　 Time ｛doy｝

Fig．1．　 Cha   e　in　nitr・gen　cQ 皿 tents　in　hen　feces
　　du血 g　the　trcatment 　with 　StrePtOm］ces，

　　StreptOmLJces　sp ．　No ．33　was 　precultured　at 　30°C

　　for　5　days羣n　 mediu 皿 censiSting　of 　hen　feces

　　100g，
　 acet 三c　 acid 　l　g ，

　bentonite　5　g　and 　moiS 一

　　恤 e60 ％．　 ThiS・scOd ・was ｛noculated ・into・fresh
　　琵ces 　in　the 三nocu 且u 皿 size 　of 　10％．　 The 　feces

　　was 　supplemented 　With： 駄 20％ saw ・dust；O ，
　　20％　bentonite； Q ，30％　bentonite； △ ，20％
　　bentonite　and 　1％　ac ¢ t三c　 acid ∋ and 口 ，

20％
　　saw イ iust　 without 　in  ulating 　 seed ，　 Contents

　　are 　expressed 　as　mglkg ・f　wet 　material ．
　　

一
，
tota1・N ；

一・・
，
NH3 −N ．

イ ト20％ の 併 用 添加 の 場合 ， さ らに 豚ふ ん に おが くず

10％ と ベ ン トナ イ ト10％ の 併用 添加の 場合 に は，ア ン

モ ニ ァ 態窒素の増加に もか かわらず， 全窒素は ほ とん

ど減少 しな か っ た．生成 ア ン モ ニ ア は塩基置換容量の

大 き い ベ ン トナ イ トに 吸 着保持 され，揮散 に よ る 悪 臭

E
蕁
躍6

奎
七 5

ξ
詈
4

巴
艾 3

…
古 2

直
i
齢、
歪
　　 0246eIOI214

　　　　　　　　　 Tirn8　‘day，
Fig．2．　 Changc 　in　n 三trogen 　contents 　of 　pig　fヒces

　　during　tho　treatment 　with 　StrePtem“ees．
　　Fresh　pig驚 ce8　were 　supPlemented 　wit11 ： 蘭 ，

　　20％ sawKiust ；O ， 10％ saw −dust　 and 　10％
　　bentonite；●， 20％ bentonite；口，20％ saw ・

　　dust　without 三noculat 血 g　seed ．
　　

一 ，tota1−N ；
．＿．．，　NH3 −N ．

発生が 防止され る もの と考察した，

　放線菌に よる畜ふ ん の処 理　　上述 の結果 に 基づ き，

鶏 ふ ん に は ベ ン トナ イ ト30％ を添加 し，豚 ふ ん に はお

が くず 10％とベ ン トナ イ ト10％を添加 して ， 直ちに 菌

株 No ．33 を接種 し，
30℃

， 湿度 se％ の 室 で 培養 した．

BOD と硝酸 ・亜 硝酸態 窒素 の 経時変化を Fig・3 に，

増殖 と 揮発性脂肪酸を Fig・4 に，硫化水素揮散量 を

Fig・5 にそ れぞ れ示 した．放線菌は畜ふ ん中で 速やか

に 増殖 して 4 日 目に は最高 の 5xloe19 に達 し， 品温 は

2〜 3 日 目 に 最高 の 43℃ に 達 して 4 日 目に は 再 び

N 工工
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Fig．3．　 Changes 　in　BOD 　and 　NO2
，
　NO3 −N 　during

　　the　treatment 　of 　feces　with　StrePto〃ewces　sp ．　No ．
　 　 33．
　　Fresh　hen　 and 　pig　feces　were 　supPlementcd

　　with 　30％ bcntonite　and 　IO％ saw ・dust　plus　10
　　％ bentonite

，
　respecdvely ，

　　●，hcn 長∋ccs　as 　control （no 　ilocu置adon 　of ∬廿“
　　 croorganism ）； ○，　 hen　 feces　 inoculated　 with

　　microorga 畑 sln ； ▲ ，　pig ｛bces　as　contro1 ；△ ，　pig
　　 feces　inoculated　with 　microorgan 鴻m ．
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Fig．4．　 Ghanges 　in　nurnbers 　of 　Actinomycetes 　and

　　volatile 　acidS 　during　the 　trea亡ment 　of 艶ces 　with

　　StrePtOmLpaes　sp ．　No ．33．
　　Frcsh　hen　and 　p三g　f6ces　 were 　supplemented

　　wi 出 30％bentonite　qnd　10％ saw −dust　plus　1O
　　％ bentonlte

，
　respec ロvely ．

　　● ， hcn　feces　 as 　 contrQl （no 　inoculation　of 　m 菫一
　　croorganism ）；　○ ，　hen　feces　inoculated　with
　　microorganism ；▲ ，　pig　feces　as　centrol ；△ ，　pig
　　た ces 　inocuiated　with 　micro ・ rganism ．
　　……，numbors 　of 　Act江nemycctes ；一 ，

　volatile

　 　 acids ．

35°C まで 低下 した．従 っ て ，放線菌の増殖 は 4 日 目 に

は 定常期 とな り，畜 ふ ん は灰 白色の 菌叢 に 包 ま れ，硫

化水素 の揮 散 は認 め られ ず，官能的 に も脱臭が 認め ら

　i
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Fig．5．　Ghange 　in　hydrogen 　sulfide 　vola 価lized　during

　　出 etreatmcnt 　 of 　feces　by　Streptomlces　sp ．　No．33．
　　Fresh　hen 　and 　p量g　feces　 were 　supplemented 　with

　　30％ bcntonite　and 　10％ saw −dust　plus　10％ ben−

　　tonite
，
　respectivcly ．

　　● ，
hen 　feces　as　centrol （n ・ inoculati・ n 　of 　micro −

　　orga 曲 m ）；O ，　hen　feces　inoculated　w 三th 皿 icro−

　　 Organism ； ▲，　pig　feCeS　 aS 　 COntrOl ； △ ，
　pig　feCeS

　　inoculated　with 　micrcierganism ．

れた．しか し，BODie ｝ は 4 日 目で は30％の 低下 に 過

ぎず ，
10日 目に漸 く 15，000mglkg まで 低下 し，以後

は ほ ぼ一定値を示 し，長期に わ た り極め て 徐 々 に低下

した．BOD の 変化 は 処理 の 進度を示 して お り，そ の

定常化 は処理 の 終点の 指標 と考え られ る．従 っ て ，処

理期間を10〜14日 と定めた．前報
8）同様 ， 鶏ふ ん処理

に おける硝酸態窒素の 生成 は僅少 で あ っ た．豚，鶏ふ

ん と も，窒素成分の 損失 は ほ とん ど認 め られ ず，揮発

性脂肪酸 は速やか に 消失 し， 硫化水素 の 揮散も対照 ic

比して 少な く， 菌株 No．33 は 脱臭処理 に優 れた性能

を 示 した．大腸菌数 は 処 理 前 の 2× 1071g か ら処理後

の 1× 10Slgま で 減少し，衛生面か らも本処理法 の 安全

性が認められ た・

　処理畜ふ んの 抗菌力　　分離菌株81株を用 い て 鶏ふ

ん を 処理 し， そ の 水抽出液 を 用 い て ， い ね 白葉枯病菌

に 対す る抗菌力 を 調べ ，Table 　3 に示す通 り， 若干 の

菌株使用の 場合 に 明確 な抗菌力を認 め た．

考 察

　畜ふ ん は速効性お よ び 緩効性の 窒素成分を含有し，

りん 酸成分 も多 く，肥料と して 優れ て お り，今後も施

用が 期待 され て い る．しか し，

一
方 で は畜ふ ん の 多量

土壌還 元 に よ っ て 土 壌 や水系 の 汚染問題が 惹起
4〕 され，

畜ふ ん を環 境汚染や汚物感の な い ，しか も取り扱 い や

すい 形態 に加工 す る ための技術が要 望 されて い る．著

者らは再資源 化の 観点 か ら，生畜ふ ん 中で 旺 盛 に増殖

し，有機態窒素 を増加させ る 微生物の 分離選択に 努め ，
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Table 　3．　 AntibiQtic　activities 　of 　manures 　made 　of 　hen 　feces　by　StrOptomJces．

Microbe　 　 Strain　 So眦 cCultivation
condition

　　　　　　 Ant三biotic　activit ア
Spore　co 艮or 　　　　　　　on

　　　　　　 Xanthamonas　arJiae

Streptom“ces　 NQ ．143　 Hen 　feces　 30°C
，
7da 榊 　 White

Streptomyces　 No ．145　 Hen 　feces　 30℃
，
7days 　 Light　grey

Streptomlces　 No ．147　Hen 　feces　 30°C
，
7dayS 　 Light　yellow

13  

12mm15mm

＊ Activity　iS　indicated　by　the 　d三ameter 　of 　the 　inhibition　zone 　formed 　by　the　cup
　皿 ethod 　with 　O．1ml 　of 　the 　supemata 簸t　or 　manures 　diluted　twofbld 　with 　water ．
　No 　c 巨ear 　inhibition　zone 　was 　detected　hl　the 　contro1 （uninoculated ）manure ．

既報
5・S，の 通 り，糸状菌お よ び酵母に よ る畜ふ ん の 脱

臭処理 法 を確立 し，現在 ，中間規模 の 装置を 試作 して

処理試験を実施中で あ る．本報で は，生畜ふ ん 中で 顕

著 な 増殖能 ， 胞子形 成能 お よ び揮発性脂肪酸資化能を

示す放線菌を分離 し，こ れ を 使用 す る新脱臭処理法に

つ い て 述 べ た．従来 ， 植物 の 生育阻 害が認 め られて い

るおが くずの
一

部を ベ ン トナ イ トに 代替 して 添加剤 と

した結果，処理 困難 と され て い る 鶏ふ ん の 場合 で もア

ン モ ニ ア の 揮散が抑制された．ベ ン トナ イ トは水分調

整 の ほ か に ， 悪臭物質 の 吸着 に よ る即 効的脱臭効果を

示 し，生成 ア ン モ ニ ア を 吸 着 して 揮散を 防 ぎ，次 い で

放線菌に よ っ て 悪臭物質が 資化されて ， 脱臭処理 が進

行す る もの と考察 された．従 っ て，畜舎 に あ らか じめ

い な わらや おが くず とともに ベ ン トナ イ トを散布 して t

ふ ん とともに 回収，処理 すれば，汚物感 と悪 臭揮散の

軽減や水分調整 に有効 で，土壌改良効果も期待 される，

鶏ふ ん に 酢酸を 1％添加 して pH 　7 に 調製す る と，ベ

ン トナ イ ト添加量 は水分調 整に 必 要な 20％ に まで 減少

させ る こ とが で きた．ま た，処理 ふ ん の 一部を半連続

的に 返送するこ とに よ り，前報
7｝同様，添加物量を一

層減少 させ る こ とがで きよ う．一方 ， 豚ふ んで は ， ア

ン モ ニ ア の 揮散 は 僅少 で あ っ た が，ベ ン トナ イ トの 10

％添加 に よ っ て ア ン モ ニ ア の 揮散は ほ とん ど認められ

な い 程度に まで 防止 され た．

　以上 の 通 り， 畜産排出物 に ベ ン トナ イ トな ど の 適当

な添加剤を混 入す る こ とに よ っ て 水分を調 整 し，必 要

に 応 じて 工 業用酢酸 で pH を調整 して 無殺菌の まま 真

菌類
8）や 放線菌の 選出菌株を接種すれば ， 2 週間以内

lC処理物の BOD は定常化して ， 窒素成分に富 み，し

か も悪臭お よ び汚物感 の な い 灰白色の 有機肥料が 製造

され る．さ らIC，特定 の 放線菌株 の 使用 に よ っ て ，処

理ふ ん に，い ね 白葉枯病菌などの 植物病原菌に 対す る

抗菌力を賦与す るζ とが可能とな っ た・つ まり，処理

物を単に有機肥料の 目的 だ けで な く，各種病虫害の 防

除 に も利 用 で き る こ とが 示唆 され た．

要 約

　畜ふ ん 寒 天 培地 を 設定 して ，畜ふ ん お よ び そ の 堆積

物か ら多数 の 放線菌株を分離 し，豚お よ び鶏ふ んの 処

理 に 有用 な菌株を 選 出 した．一
優 良株 StrePtom2ces　SP ・

No ・33 は無 殺菌の 畜ふ ん に 速 や か ｝こ増殖 して ，30時間

以内に胞子を形成し， 悪臭物質で あ る揮発性脂肪酸を

資化 した．本菌を ， 1％酢酸 と20％ ベ ン トナ イ トま た

は10％ ベ ン トナ イ トと10％ お が くずを そ れぞ れ添加し

た 鶏ふ ん また は 豚ふ ん に 接種 し，
30℃ で 培養した結

果，畜ふ ん は 速や か に白色 菌叢に被われ ， 4 日以内に

脱臭され た．すな わち，畜ふ ん 中の 揮発性脂肪酸，ア

ン モ ニ ア ，硫化水素な どの 悪 臭物質 は，こ の 処理 に よ

っ て 速 や かに 消失 した．しかし，
BOD の 定常化を指

標として ，処理期間 は10〜14日 と した．分離放線菌の

数株 は，鶏ふ ん に 増殖 して い ね 白葉枯病菌 に 対す る抗

菌性物 質を 生 産 した．

文 献

1） 吉田，鈴木，原 田，大西 ：畜産の 砥究，24，　1117

　　（1970）．

2） 伊藤 ：同上 ，
30

，
132 （1976）．

3）　坂本 ：公衆衛生 誌，19，315 （1972）．

4） 遠 崎 ：公害 と対策，9，117 （1974）．

5） WakSman ，　S．　A ．： Pfinciples　ef 　Soil　Miaobihtogl，

　　 15，
Williams　and 　Willdns　Co．， Baltimor （1932）．

6） 土 壌微生物研究会 ：土壌微生物実験法，p．77， 養

　　賢堂 ，東京 （1975）．

7）　田 中，林 田，本江 ：醗工 ，54 ， 333 （1976）．

8） 田 中，林 田，本江 ：醸酵工学，55
， 134 （1977）．

9）　日本衛生学会 ：衛生試験法注解，p ．745，金原出

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

1978年 第 6 号 畜産 排 出物 の 放線菌処理 793

　　 版，東京 （1965）．

10）　日本分析化学会 ：最新の 分析化学，P．67 ， 丸善 出

　　 版，東京 （1960）．

11） 根井外喜男 ：微生物の 保存法 ， p・153， 東大出版

　　 会，東京 （1973）．

12） Taras，　M 　J．，　Greenberg ，　A ．　E．，　Hoak ，
　R ．　D ．，

Rand
，　M ．　C ．： StandOrd　Methedsfer　the　Examina−

tion　ef 　レVater　and 　Waste レVater
，　nth 　Ed，，527，

American 　Pub1 三c　Heakh 　Association　Inc，
，
　New

York （1960）．

（昭52 。9．3受付）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


